
裁 決 書

福祉第２ １ １４号

ニ　 ト　　　　　　　 ‥‥ ‥‥　審査請求人　㎜

、　 二　　　　　　　　　　　　　　　　　　 審査請求人 ㎜ ｌ

ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　
ａ　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

平成 ２０年４ 月２ ２日付けで行われた 審査請求について、行 政不服審査法（昭和３７年法律第

１ ６ ０号）第４０条第１項ないし第３項の規定により、次のとおり裁決する。　　 ＝

＞　　　　　　　　　　　　 主　　　　　 文　　　　　　　　　 卜

本件審査請求のうち、平成11 9 年 ５月分から平成２０年２月分の住宅 扶助に係る請求を却下し、

障害者加算に係る請求を棄却し． 平成２０年２月２０日付け及び同年

３月２４日付けで審査請求人匕対し行った生活保護変更決定処分は、これを取り消す。

＼　事　　　　　　　実　　　　　　　　　　　　　　、

(以下‘｢処分庁｣ という。)十は、平成２０年２月２０日及び同年３月

２ ４ 日 、 審 査 請 求 人
㎜

（以 下 「請 求 人甲 」 とい う 。囗 こ対 し 、 生活 保 護法 （昭 和 ２ ５年 法

律第 １ ４ ４ 号。 以 下 「法」 と い う。） 第 ２ ５条 第 ２項 の 規 定 に よ り 、 生 活 保 護変 更 決 定 処 分 （以

下 （原 処 分卜 とい う｡ ） を 行っ､た 。　　　　　 。　　　　　 く　　　　　　　 ＼　　　　　 卜

請 求 人甲 及 び 審 査 請 求 人㎜ 似 下＼「纃 求 人 乙」 と い う。） は 、原 処 分 を 不 服 と し て 、 平

成 ２ ０年 ４ 月2 2 一日 、 北 海道 知 事 に 審 査請 求 を 行 った 。　　　　　 匸

∧　　　　　　　　　　　　　　　　　 請　 求　 の　 要　 旨　　　　　　　 ノ　　　　　　　　　　　・　　。

請 求 人 甲 及 び 請求 人 乙 「以 下F 請 求 人 ら 」と い う。）/は √原 処 分 の取 消し を 求 め て 、 次 の とお

り 主 張 し て い ると 解 され る。

１　平成１９年５月１日から住ま扶助が打ち切られたままになってTいることが不服である。

２　障害者加算が含まれでいないことが不服である。　◇

’　　　　　　　　　　裁‘決　の　理▽由　　　　　　　　　　　　し

１　認定事実　　　　　　　　　･I　　　 二

本件に関し七は次の事実が認められる。　　　　　 よ。
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２　 判 断コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご　　 ／　　　　 ＼ 二

（Ｄ　 請 求 の 要 旨 １ に つ い て　　　　　　　 。･　　　　　　　　　　　　　　　 二

ア　 法 の 規 定 等 に つ い て　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 レ

法 第1= ４ 条 は 、 住 宅 扶 助 は 、 困 窮 の た め 最 低 限 度 のｔ 活 を 維 持 す る こ と の で き な い 者 に

対 し て 行 う こ と と さ れ 、 そ の 範 囲 と し て 「住 居 」 及 び 「 補 修 そ の 他 住 宅 の 維 持 の た め に 必

ｉ 要 な も の 」 と 規 定 し て い る 。 ま た 、「生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て 」（昭 和

、　 ３ ８ 年 ４ 月 １ 日 社 発 第 ２ ４ ６ 号 厚 生 省 社 会 局 長 通 知 ） 第 ７ の4･ の （川 の ア で は 、 被 保 護 者
丶　　　　　･I,　　　　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　｡
が 居 住 す る 住 居 が 借 家 で あ1つ て 家 賃 を 必 要 と す る 場 合､ 家 賃 を 認 定 す る こ と と ざ れ て い る 。

イ　 処 分 庁 の 主 張 に つ い て

原 処 分 を 行 っ た 理 由 に つ い で 、 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 ２ 日 付 け 弁 明 書 で 次 の と お り

＞　 主 張 す る 。 ト　　　　　　　　　　　　　 ニ　　 ▽

卜　 請 求 人 甲 め● が 所 有 す る 住 居 に つ い て 、 請 求 人 に 住 宅 扶 助 を 適 用 す る と 、 実 質 的 に 生 活

保 護 費 が● の ロ ー ン 返 済 に 充 て ら れ 、 結 果 と し て 被 保 護 者 に 何 の 援 助 も し な い 扶 養 義 務 者

・　くの 資 産 形 成 を 助 長 す る こ と と な る 。 特゚ 別 な 事 情 が な い 限 り 、 扶 養 義 務 者 の 所 有 す る 住 居 に

居 住 す る 被 保 護 者 に 対 し て 住 宅 扶 助 を 支 給 す る こ と は 適 切 で は な く レ 請 求 人 に つ い て も 住

■　･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜宅 扶 助 を 支 給 す べ き で な い 。　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　 ’‘　　　　　 、

十 ウ ’｡原 処 分 に つ い て　　　　　　　　　　 匸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

処 分 庁 か ら 提 出 を 受 け た 資 料 （以 下 「資 料 」 と い う 。） に よ る と 、 原 処 分 時 、 請 求 人 ら
畆　　・　、　　　　　　　　　　　　・　　●　　　　　　　　　　　　　　・　　　㎜　　　　■　　　　　　■

は・ が 所 有 す る 住 居 を 借 り て 住 ん 汾 い る こ と が 認 め ら‘れ 、 家 賃 と し て・ に 支 払 っ て い

る額は､ 不ヽ明確である るいは四 のいずれか七ある?
また、前記１の(4)のとおり、処分庁は、転居後の住居を、家賃を設定した場合でも基準

額( 四 内であ 認識

住宅扶助の認定にプいては前記アのとおり規定されており、そして法令等には、被保護

者が家賃を支払って居住している韭居の所有者が扶養義務者である場合には住宅扶助を認

２

竚



濔
麟

定 し な い と い う 趣 旨 の 規 定 は な い 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

処 分庁 は 、 扶 養 義 務 者 の 所 有 す る 住 居 を 借 りて 居 住 す る 被 保 護 者 に 対 し て 住 宅 扶 助 を 支

給 す る こ 考 は 適 切 で は な い と 主 張 す る が 、 請 求 人･ら は卜
㎜

こ家 賃 を 支 払 っ て い る 事 実 、

・ が 家 賃 分 を・ か･ う の 仕 送 り と み る こjと を’明 確 に 否 定 し て い る 事 実 が 謬 め ら れ 、 法 令

等 の 規 定 に 照 ら し 、 住 宅 扶 助 が 認 定 さ れ る べ き も の と い わ ざ る を 得 な い 。　　　　 ・

以 上 の こ と か ら 、 実 際 に 家 賃 と し て 支 払 っ て い る 額 を 住 宅 扶 助 と し て 認定 し て い な い 点

二に お い て 原 処 分 は 取 消 し を 免 れ な い 。

エ　 法 第 １ ４ 条 第 ｉ 項 ば 。「審 査 請 求 は｡ 処 分 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て

６ ０ 日 以 内 に 、 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 天 災 そ の 他 審 査 請 求 を し な か っ､た こ と に つ

∧い て や む を え な い 理 由･が あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。」 と 定 め て い る 。

本 件 に つ い て み る と 、 審 査 請 求 が 提 起 さ れ た め は 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 ２ ２ 日で あ る か ら 、 同

年 ２ 月 ２ １ 日 以 前 に 請 求 人 に 通 知 さ れ た 保 護 変 更 決 定 処 分 に づ い･て は 、 審 査 請 求 期 間iを 徒

過 し て い る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 資 料 に よ る と 、 平 成 卜9 年 ５ 月 以 降､･ 請 求 人 は 、
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　●　　　　　　　　　　　。　　　　’　　 ‘

職員と、複数回．面接又は電話での会話を行っていることなどか

ら 、 請 求 人 が 法 第 １ ４ 条 第 １ 項 た だ し 書 の 「や む を 得 な い 理 由 」 に 該 当 す る 状 態 に あ っ た

と は 認 め ら れ な い 。　　　　　　　 ｉ　　　　　･･
●　　　

Ｉ　
●　　

。　　　　　　　　　　　　　‾
。。･　　　　　　・

し た が って､ 平 成 １ ９ 年 ５ 月 分 か ら 平 成 ２ ０ 年 ２ 月 分 の 住 宅 扶 助 に 係 る 請 求 に つ い て は 、

不 適 法 で あ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▽　　　　　　　 、　　　 卜

（2 ） 、請 求 の 要 旨 ２ に つ い て　　　 ∧犬

ア　 平 成 ２ ０ 年 度 の ［ 生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 基 準 ］（昭 和318 年 厚 生 省 告 示 第 １ ５ ８ 号 。

以 下 「保 護 基 準 」 と い う 。） 別 表 第 １ 第 ２ 章 の ４ の（2）で は 、 身 体 障 害 者 福 祉 法 施 行 規 則

（ 昭 和 ２ ５ 年 厚 生 省 令 第 １ ５ 号 ） 別 表 第 ５ 号 に 掲 げ る 身 体 障 害 者 障 害 程 度 等 級 表 の １級 な

い し ３ 級 又 は 国 民 年 金 法 施 行 令 （ 昭 和 ３ ４ 年 政 令 第亅 ８ ４ 号 ） 別 表yに 定 め る １級 又 は ２ 級

の い ず れ か に 該 当 す る 障 害 の あ る 者 は 、 障 害 者 加 算 の 対 象 と さ れ て い る 。　 ト

イレ 回1害 者 加 槹 の 額 は 、 保 護 基 喞lj 表 第 １ 第 ２ 章 の ４ の（1 ）マ サ
㎜

（し1 級 地 ） ゼヽ 在 宅 の

被 保 護 者 が 身 体 障 害 者 障 覿 程 度 等 級 表 の ● 鯑 Ｘ は ● 級 に 諺 当 す ら 場 合 √ ㎜

と さ れ て い る 。 な お √ 当 該 加 算 額 は 平 成 １ ９ 年 度 も 同 額 で あ る 。　　　　　　　　　　 十 ｊ

ま た 、 加 算 の 認 定 時 期 に つ い て は 、 月 の 中 途 で 新 た に 障 害 者 加 算 を 認 定 す べ き 事 由 が 生

じ た と き は､ そ の 事 由 の 生 じ た 翌 月 か ら 認 定 を 行 う こ と と さ れ て い る（平 成 ２ ０ 年 度 の「生

活 保 護 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て 」（昭 和 ３ ８ 年 ４ 月 １ 日 付 け 社 発 第 ２ ４ ６ 号 厚 生

Ｉ　 省 社 会 局 長 通 知 ） 第 ７ の ２ の（2 ）の エ（ｳ ））。 な お 、 こ の 取 扱 い は 平 成｀19 年 度 に お い て も

同 様 で あ る 。　　　　　　　 ＼　 卜 卜　　　　　　　　　　　　　 づ　　　　 ’

ウ ー本 件 に つ い て み る と 、 処 分 庁 が 、 請 求 人 の 届 出 （ 前 記 １ の（3 ）） に 基 づ き 、 平 成 １ ９ 年j

４月から障害者加 認定し（ 前記１の(.5))、原処分においても同額

３
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が認定されていると認められる( 前記［ の(7)及び(8))。｡　　　　　　　　　　 二

、　　したがって∠障害者加算が支給されていないとする請求人の主張には理由がない。

よって厂主文のとおり裁決する。　　　 二　　≒　　　　　　　　　　∧

平成２２年１ ０月 １４日　　　　　　　　　レ

北海道知事　　高　橋　はる

＼　　　　　　　　 つ　　 ∧　レ 教　　　　　 示　　　　　　　　 ニ　　 ノ

１　 こ の 裁 決 に つ い て 不 服 が あ る 場 合 には 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て

３ ０ 日 以 内 に 、 厚 生 労 働 大 臣 に 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す 。 た だ し 、に｡ の 裁 決 が あ っ た

こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３ ０ 日 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て亅 年

を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き な く な り ま す 。　　　　　　　 ＼

２ 、こ の 裁 決 に つ い て 不 服 が あ る 場 合 に は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 蚶 つ だ 日 の 翌 日 か ら 起 算 し

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■て ６ 月 以 内 に､､ 北 海 道 （ 訴 訟 に お い 七 北 海 道 を 代 表 す る 者 はレ 北 海 道 知 事 と な り ま す 。） を 被

告 と し て 、 札 幌 地 方 裁 判 所 に こ の 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す 。 た だ し 、 こ

の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６ 月 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 の 日 の 翌 日 か ら

起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き な く な り ま す 。
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